























 “Manaburu-Tokiwabito” was introduced as a core subject for Kobe Tokiwa University’s fundamental 
curriculum in 2017. “Manaburu-Tokiwabito” is a course in which students aim to gain people skills, 
discussion skills, and the ability to analyze oneself through group work. Therefore, it is an active 
learning course that encourages students to participate in various programs through their own 
initiative. 





A Portfolio Assessment for Active Learning
－An attempt to integrate the goals, instruction and assessment in ‘Manaburu-Tokiwabito’－
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conducting intervention and assistance in this practice. The quality of instructor guidance and advice is 
of importance to student learning. The teacher used the data found from the portfolio assessment as the 
guideline.  
 This report analyzes the actual portfolio assessment used in “Manaburu-Tokiwabito I” and 
considers the effectiveness of the integration of its goals, instruction, and assessment.



























































































































































































































































































































































































































表１ ポートフォリオに記された自己評価のコメント（複数名）  
表２ 他者評価のコメント（複数名）  
 
表１ ポートフォリオに記された自己評価のコメント（複数名）  












 自分が思っていることを沢山書き出し調べたりしながら取り組めた。  
表 現 力  
 ディベートを行ったが意見理由共によく考えて伝えることができた。  
 今まで、人前で話すことが苦手だったが、まなぶるで表現の仕方を学
んだので客観的に分かりやすく伝えることができたと思う。  




省 察 力  
 レポートの書き方について良く学修し今後に生かすことができた。  
 授業の意味を理解し、振り返ることができたと思う。他の授業のレポ
ートやプレゼンで生かすことができたと考える。  
 他の人や先生から学んだことを次に生かすなどして取り組んだ。  
自 己 管 理 力  
 計画的に課題に取り組み、授業にしっかと取り組めた。  
 遅刻や欠席をすることなく授業に取り組むことができた。  
 レポートやファイルは期日より前にゆとりを持って出せた。  
デ ザ イ ン 力  
 独創的なアイデアを考えることは困難であるため、他の人の意見を参





表２ 他者評価のコメント（複数名）  
協 調 性 ・ 協 働 力  
 人前は苦手と言ってたけどこのまなぶるを通じて打ち解けることがで
きたね。このメンバーで良かった。  
 いつも自分の意見をしっかりと持っていて良かった。  
 相手が必要としていることを理解しようと努力することでコミュニケ
ーションが取れましたね。  
探 求 力  
 何かを言わなければ始まらないし、まず動くことを学びましたね。そ
れがいろんなことを知るきっかけになりました。  







省 察 力  
 他の班の発表を良く聞いて反省し次に生かすことができていました。  
 次につながるように考えられていて自分自身の振り返りができている
と思います。  
自 己 管 理 力  
 早めに取り組むことによって沢山インタビューができてよかったです
ね。  
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